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食物・栄養分野の教育における解剖の意義
― 動物の解剖に関する本学学生アンケートの解析 ―
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Significance of Dissection in Food and Nutrition Education: 
Analysis of a student survey on animal dissection

Natsume A
※１
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ABSTRACT
“Anatomy and Physiology Lab” is one of the required course for students studying to become nutri-

tionists at nutritionist training institutions. For nutritionists, knowledge of structure and function of the 
human body is an essential element of studying nutrition and health. “Anatomy and Physiology Lab” in-
cludes animal dissection. In this study, the author conducted a survey of students in the Department of Food 
and Nutrition at Nihon University Junior College in order to determine how animal dissection should be 
implemented in food and nutrition education. The survey was conducted twice, once before and once after 
dissection. Based on the survey results, the author was able to assess our studentsʼ study of related subject 
areas prior to enrollment in this university, experience with dissection (or lack thereof), perceptions of dis-
section, and views on the significance of dissection. The results also suggest that the purpose and significance 
of animal dissection for students in the Department of Food and Nutrition is not limited to the acquisition 
of knowledge regarding the structure and function of the human body but also includes integrated outcomes 
such as the realization of the importance of life as a food source and improvement in food preparation skills.

論　文

１．はじめに
栄養士養成施設において、「解剖生理学実験」は

「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」の分野に属
する栄養士必修科目の１つである。栄養士にとって、
人体の構造と機能についての知識は、栄養や健康に
ついて学ぶ上で欠かすことができない。この人体の
構造と機能について学ぶ方法の１つに、動物の解剖
がある。
食物・栄養分野における解剖の実施に関しては、
これまでも、動物の解剖を含めた解剖生理学実習の
授業内容に関する調査１）や、解剖の教育効果に関す
る研究２）など、様々な観点から報告されてきた。そ
うした研究においては、食物・栄養分野における解
剖の実施方法に加え、解剖の教育的な意義について

も触れられているものが多い。しかし、カリキュラ
ム上、動物の解剖を実施するその他の学問分野に対
し、食物・栄養分野として、どのような独自の意義
と目的をもって動物の解剖を行うべきなのかという
点に関しては、考察の余地があるように思われる。
本研究では、まず、食物・栄養分野を学ぶため本
学に入学してくる学生が、解剖に対してどのような
意識をもっているのか、また食物栄養学科における
解剖の意義をどのように捉えているのかといった、
学生の意識の実態をアンケートの分析によって明ら
かにし、その上で、食物・栄養分野独自の解剖の意
義について考察し、最後にそれらを踏まえた今後の
動物解剖の実施方法や課題を検討することを目的と
した。

※１ 日本大学短期大学部（三島校舎）食物栄養学科　助教　Assistant Professor, Department of Food and Nutrition, Junior 
College (Mishima Campus), Nihon University



― ―54

２．方法
2.1　アンケートの実施方法
日本大学短期大学部食物栄養学科では、１年次に

「解剖生理学」の講義（後期）が、２年次に「解剖生
理学実験」（通年）が設けられている。今回は２年生
を対象に、２回のアンケートを無記名で実施した。
アンケートは「解剖生理学実験」履修前（アンケー
ト１）と「解剖生理学実験」履修後（アンケート２）
の２回行った。アンケート１と２を比較することで、

アンケート２は「解剖生理学実験」最終回後の平
成2₉年２月に行った。実際に解剖した印象や感想に
加え、動物の解剖に対するイメージの変化について、
また食と栄養を学ぶ学科における動物解剖の意義に
ついて改めて問うなど、動物解剖実施前後における
回答の変化を考察するための質問も設けた（表２）。
両アンケートにおいて、自由回答の質問は類似の
回答などをのぞき、回答された文章から要所を一部
抜粋した。表現については変更していない。

動物解剖実施前後における学生の意識の変化を比較
することを目的とした。
アンケート１は「解剖生理学実験」の初回となる
平成2₈年４月に行った。このアンケートでは、「解剖
生理学実験」を履修する学生の現状を把握するため、
学生が入学以前に生物などの関連の科目についてど
のような学習を行ってきたか、また、これまでの解
剖経験の有無、解剖に対する意欲などについて質問
を設定した（表１）。

アンケート１の対象者は₁0₇名で、回収枚数は₁0₇
枚（回収率₁00％）である。回答した学生は女子学生
が₁00名、男子学生が７名であった。アンケート２の
対象者は₉₆名で、回収枚数は₉₆枚（回収率₁00％）で
ある。回答した学生は女子学生が₉₁名、男子学生が
５名であった。実施後のアンケートでは回収枚数が
減っているが、これは「解剖生理学実験」の履修中
止者やアンケート実施日の欠席者、休学者などによ
るものである。

表１　アンケート１の質問内容
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表２　アンケート２の質問内容

資料１　ブタの心臓の解剖と観察の手順

2.2　解剖の方法
平成2₈年度の「解剖生理学実験」では、食肉業者
によって取り出された動物の臓器を解剖し、観察し
た。用いたのはブタの心臓と腎臓である。解剖は「解
剖生理学実験」第１回の骨の観察、第２－４回の組
織実習、第５回の呼吸器系の実験、第６回の循環器
系の実験、第７回のDNA抽出実験の後、最終回とな

る第８回目に、教員１名、助手１名、SA（専攻科生
のStudent Assistant）１名で行い、２年次の全３クラ
スで３回とも同じ手順で実施した（資料１、２）。腎
臓の解剖における腎動脈への墨汁の注入、および糸
球体の観察については、清泉女学院中学高等学校、
飯島和重教諭の「ブタ腎臓の解剖と組織の観察」を
参考に実施した３）。
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３．動物解剖実施前に行ったアンケートの結果
【質問１－３】学生の卒業高校は多様で、商業科や
通信制も含まれた。学年全体の構成として、文系と
理系の別では、明確に文系との回答を得たのが₁0₇名
中₅₁名で全体の4₈％だった。
【質問４－５】入学以前の学習内容や解剖経験の有
無についてはばらつきが目立った。小学校、中学校、

高校を含め、これまで一度も解剖の経験がないと答
えたのは、覚えていないと回答した１名をのぞく₁0₆
名中₅₁名で4₈％だった。この₅₁名のうちには、理系
と回答した学生も₁₁名含まれていた。
解剖の経験があると回答した学生では、解剖に使
用した動物の種類を回答してもらった（図１）。結果
はトリが最も多く24％、次いでイカ20％、サカナ

資料２　ブタの腎臓の解剖と観察の手順

図１　解剖したことのある動物の種類



― ―57

₁₉％、ブタ₁₅％、以降はカエル、マウス・ラット、
ウシ、昆虫、ヘビとなっていた。その他のものとし
てはウーパールーパー、テン、イタチなどが挙がっ
た。また実際の解剖内容であるが、全身の解剖を行っ
たという回答はほとんど見られなかった。特に、ト
リ、ブタ、ウシでは一部の臓器のみを解剖したと回
答している。トリでは主に頭部（脳）が解剖されて
いる。これは飼料用に加工処理された冷凍のものや
缶詰を利用したものと思われる。一方、ブタやウシ
では主に眼球が解剖されていた。ブタやウシの眼球

【質問７】解剖への意欲については、使用する動物
の種類によっても異なることが予想されたため、よ
り詳細にどのような対象であれば解剖への意欲が高
まるか、種類別の項目を設け、５段階で回答しても
らった（図３）。解剖したことのある動物として多く

の観察は教材として一般的である。
【質問６】動物の解剖に対する意欲に関する質問で
は、「やってみたい」、「どちらかというとやってみた
い」、「どちらでもない」、「どちらかというとやりたく
ない」、「やりたくない」、の５段階で回答してもらっ
た（図２）。結果は、「やってみたい」、あるいは、「ど
ちらかというとやってみたい」を合わせた回答（₃2％）
を、「どちらかというとやりたくない」、「やりたくな
い」を合わせた回答（4₃％）が上回る結果となった。
どちらでもないという回答は2₅％であった。

挙がっていたトリ（鳥類）とサカナ（魚類）に関し
ては、「やりたくない」、と、「どちらかというやりた
くない」、を合わせた回答が他の種類よりも少なかっ
た。哺乳類とは別にヒトについても質問を設けたが、
これは「やりたくない」の回答が著しく多かった。

図２　動物の解剖に対する意欲

図３　動物の解剖に対する意欲（種類別）
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【質問８】また、今後の動物解剖における方法を検
討するため、解剖する際の動物の状態についても質
問を設けた。結果は図（図４）にまとめたように、

【質問９】動物の解剖に対して抱くイメージに関す
る質問は自由回答とした。回答を表に整理した（表
３）。

「他者によって処置（安楽死）された動物を使用して
実施したい」が₃₃％で最も多かった。

図４　解剖する動物の状態について

表３　動物の解剖に対するイメージ
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図５　食物栄養学科における解剖の意義（実習前）

【質問₁0】最後に、食と栄養を学ぶ学科において、
実際に動物を解剖することの意義について質問した。
回答は、「非常に意義がある」、「どちらかというと意
義がある」、「どちらともいえない」、「どちらかという
と意義がない」、「まったく意義がない」、の５段階と
した。結果は「非常に意義がある」、あるいは、「ど
ちらかというと意義がある」、が合わせて₅₉％だった

４．動物解剖実施後に行ったアンケートの結果
【質問１】実施したブタの心臓および腎臓の解剖に
対する印象や感想を自由に回答してもらった。回答
には「くさかった」、「思っていたよりこわくなかっ
た。臓器について興味が持てた」、「少しだけグロテ
スクだったけれど、貴重な体験が出来、実際に目で
見ることができたことが勉強になった。記憶に残っ
ている」、「栄養士として食の仕事につくので、命を
かんじることは大切だと感じました」などがあった。
【質問２】実際に解剖を行って動物の解剖に対する
イメージが変化したかどうかを問う質問では、無効
１名を除く₉₅名中、「変わった」が₆4％（₆₁名）、「変
わらない」が₃₅％（₃4名）であった。それぞれの理
由を自由に回答してもらった。
「変わった」と回答した学生の回答には、「誠意を
もって勉強させてもらって感謝の気持ちが強くなっ
た」、「もっと血がでてかわいそうだと思っていたが、
実際に見てよく観察できるので良いと思うようになっ
た」、「解剖は少し気持ち悪いイメージがあったけど

のに対し、「どちらかというと意義がない」、あるい
は「全く意義がない」、が合わせて₁0％と大きく差が
生じた。しかし、「どちらともいえない」とする回答
も2₆％を占めていた（図５）。
以上が「解剖生理学実験」履修以前、すなわち動
物解剖実施以前に行ったアンケートの結果である。

やってみたらためになったし楽しかった」などがあ
り、概ね良好な反応が得られた。
また「変わらなかった」と回答した理由の中にも、

「かわいそうだという気持ちはかわらないけれど解剖
することでとてもくわしく理解することができる」、
「動物を解剖するのは体のはたらきを知るうえで大切
と思った。しっかり慰霊祭もやっているため、イメー
ジは変わらなかった。」、「解剖を行うことで何かを得
られると思っていた。得られたので変わらない」な
どの意見があり、「相変わらず気持ち悪かった」、「で
きればやりたくない」といった意見は少数だった。
【質問３】今後の動物解剖の実施方法について検討
するために、学生が関心をもっている器官について
も質問を設けた。脳、胃・腸、膵臓、肝臓、生殖器
系、その他、特にない、の複数選択で回答してもらっ
た。結果は無効１名を除く₉₅名中、脳が2₆％（₃2名）、
胃・腸が24％（2₉名）で、肝臓が₁0％（₁2名）であっ
たが、₃₁％（₃₈名）が特にない、と回答した（図６）。
その他を選択した学生はいなかった。
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図６　心臓、腎臓以外の解剖してみたい器官

図７　食物栄養学科における解剖の意義（実習後）

【質問４】解剖時の視聴覚教材や模型等の利用に関
する質問では、無効１名を除く₉₅名中、６％（６名）
が「視聴覚教材や模型等は、実際に解剖を行う機会
があれば必要ない」と回答し、₈₇％（₈₃人）が「視
聴覚教材や模型等は、実際の解剖を行った上で補助
的に学習を助けるために必要である」と回答し、６％
（６人）が「実際に解剖を行わなくても視聴覚教材や
模型等で十分学習可能である」と回答した。
【質問５】最後に、アンケート１と同様、食と栄養
を学ぶ学科において、実際に動物を解剖することの
意義について質問した。回答は、「非常に意義があ
る」、「どちらかというと意義がある」、「どちらともい

えない」、「どちらかというと意義がない」、「まったく
意義がない」、の５段階とした。結果、無効22名をの
ぞく₇4名のうち、「非常に意義がある」、あるいは、
「どちらかというと意義がある」、が合わせて₆₈％（₆₅
名）だったのに対し、「どちらともいえない」が６％
（６人）、「どちらかというと意義がない」、あるいは
「全く意義がない」、が合わせて３％（３名）であっ
た（図７）。なお、それぞれの理由を自由回答しても
らった。結果は表に整理した（表４）。
以上が「解剖生理学実験」履修後、すなわち動物
解剖実施後に行ったアンケートの結果である。
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５．考察１：「解剖生理学実験」履修の背景
今回の調査では、２回のアンケートの実施により、
質問項目に応じて、本学学生の入学以前における関
連科目の履修や解剖経験の有無、解剖に対するイメー
ジ、実際に解剖を行った印象や、食物栄養学科にお
ける解剖の意義に対する意識の変化などを把握する
ことができた。
アンケート１の結果からは、背景として、入学し
てくる学生の多くが文系出身であり、大学以前の学
習内容としては、生物等の関連科目の履修時に実験

や観察を体験してこなかった学生もいるということ
である。食物栄養学科は一般に理系の学科であるが、
入学者の半数近くが文系であるという点は、入学後
の生物や化学、生化学といった理系科目の履修や実
験実習への取り組みにも影響すると考えられ、学習
の内容にも注意が必要であると思われる。
また小学校、中学校、高校を通して、解剖の経験
が一度でもあると回答した学生は₅2％だった。解剖
したことのある動物には、トリ、イカ、サカナ、ブ
タ、カエル、マウス・ラット、ウシ、昆虫、ヘビな

表４　食物栄養学科における解剖の意義（実習後）とその理由
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どが複数回答されていたが、その他の動物としてウー
パールーパーやテン、イタチなどが挙がっていた。
これらは教材としては一般的でなく、おそらく偶然
手に入れたものを教材として利用したと思われる。
またこのうち解剖の対象が哺乳類であったのは全体
の2₃％程度であった。哺乳類を用いて動物の全身の
解剖を行ったことがある学生はごく少数であり、そ
のほとんどが、頭部（脳）や眼球など一部の部位に
限られていた。解剖経験のある学生のうち、多くの
場合ウシの眼球など生物の体の一部を解剖している
という状況は、佐藤, 酒井（20₁4）による日本大学
歯学部で実施された学生の意識調査の結果ともおお
むね一致する４）。
解剖に対する意欲は全体としてやや低く、「やって

みたい」、という回答は20％に留まった。また、解剖
してみたい対象６項目（魚類、両生類、爬虫類、鳥
類、哺乳類）の中で、「やりたくない」、という回答
が最も少なかったのが魚類である。これは、以前に
解剖したことのある動物の種類としても魚類が多く
回答されていたこと、また食物としても日常的に触
れるため、他の種類よりも抵抗が少ないためではな
いかと考えられる。
動物の解剖経験のない学生も多い中で、解剖に対
しては、「くさい」、「気持ち悪い」、「グロテスク」、「こ
わい」といったネガティブなイメージを回答する学
生も多かった。

６．考察２：解剖実施後における学生の意識の変化
解剖実施後のアンケート２では、実際に解剖した
印象や感想に加え、実施前と実施後で学生に解剖に
対する意識の変化があったことが分かった。
解剖実施後の感想は結果（質問１）にある通りで
あるが、自由回答の中には、「食べることが出来る部
位だったので、気持ち悪いとかそういう感じにはな

らなかった」、「内臓のみの状態だったので気持ち悪
さはなく肉を切るような感じでやりやすかったです」
など、解剖に対する抵抗感の軽減を感じさせる回答
も得られた。これは今回の解剖が動物の一部を用い
たものであったことや、食肉業者から購入できる部
位であったこと、また通常解剖時に行うホルマリン
などを使用した固定処理を行わずに解剖したことな
どが理由だと推測される。
またこうした自由回答からは、学科の特徴である
食や栄養に対する学生の関心が非常に高いことが伺
えた。そのため、その他に解剖を行ってみたい器官
についての質問（質問３）では、食物・栄養の分野
に関わりが深い胃・腸、肝臓、膵臓などを選択する
ことが予想された。しかしアンケートの結果では、
予想に反してこれらの器官の解剖に対する関心は薄
かった。胃・腸のみならず肝臓や膵臓は体内におけ
る糖や脂肪の利用、代謝に深く関係する器官であり、
１年次および２年次に履修する他の教科においても
頻出である。これらの器官に関しても実際に解剖し
観察することで理解が深まる可能性は高い。「解剖生
理学実習」の前段階にあたる１年次の「解剖生理学」
の授業などを通し、学生の関心の高まりを促すべき
だと考えられる。
また、食物栄養学科における解剖の意義をどのよ
うに捉えているかを問う同じ質問を、アンケート１
と２で行い、結果を比較してグラフにまとめた（図
８）。なお、アンケート１と２では回答数が異なるた
め、人数ではなく割合（％）によって比較した。ア
ンケート１に比べ、アンケート２では、「非常に意義
がある」の回答が８％増加した一方、「どちらともい
えない」の回答が20％減少し、「どちらかというと意
義がない」の回答が６％減少している。全体として
は、解剖実施後に、改めて、意義があると感じた学
生が増えた結果と見なすことができる。

図８　「食物栄養学科における解剖の意義」に対する回答比較（実習前後）
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７．考察３：食物・栄養分野における解剖の意義
食物栄養学科における解剖の意義に関するアンケー
トでは、選択による回答とともに、理由を自由に回
答してもらった。その結果、「非常に意義がある」、
「どちらかというと意義がある」を選択した学生の回
答の中には、食物・栄養を学ぶ学科において、解剖
は体の仕組みや健康について学ぶために必要であり、
そのため意義があるといった趣旨の回答に加え、「食
べ物（動物の命）を大切に感じる」、「命をいただい
ているという実感が持てる」など、食に強く関連づ
ける回答が見られた。加えて、解剖によって得られ
た体内の構造の把握が動物の肉などの調理時にも役
立つという回答もあった。これは、今回教材として
使用したのが、食肉業者から購入した可食部位（心
臓、腎臓）であったことにも関係していると考えら
れる。これらの部位は調理学の実習などにおいて利
用する際には食材とみなされ、解剖生理学実験にお
いては、解剖する器官となる。食物・栄養を学ぶ学
生においては、本学で学ぶ目的であり、ごく身近で
ある「食」を、解剖の対象に結びつける傾向が見ら
れたと言える。日常的に調理、加工する機会が多く、
動物に対し、食物としていただく、調理に際し命を
扱う、と考える学生がいるということからは、学生
が自覚する解剖の目的と意義が、単に人体の構造と
機能を学ぶという点に留まらないことが示唆される。
たとえば小林, 清水（20₁2）も、函館短期大学食物
栄養学科において実施されたラットの解剖に関する
アンケートの分析において、ラットの解剖が、食物・
栄養を学ぶ学科における教育目的の達成に加えて、
生命倫理について考える良い機会になったと分析し
ている５）。
こうした点に関して、人見, 加藤（20₁₁）は小、中、
高等学校の教員を対象としたアンケート結果から、
解剖実験の実施については小学校、中学校、高校へ
と上がるにつれ肯定的な回答が多くなり、その意義
としてからだのつくりを理解することだけでなく、
生命尊重の教育という観点があることを明らかにし
た。しかし同アンケートによると、小、中、高等学
校での生き物を教材とした活動の実施状況において、
動物の眼や心臓を用いた実験、イカやフナの解剖な
ど、解剖に関する活動は実施項目の下位を占め、一
方、教員によって生命尊重の態度育成につながると
考えられている活動としては、サカナやウサギ、ニ
ワトリなどを飼育し触れ合うことなど、実際に生き
ている動物と関わる項目が上位とされている。こう
した結果から、人見, 加藤（20₁₁）は、生命尊重と

は矛盾するという考えから解剖を実施しないという
教員の意見もあることを踏まえながらも、解剖から
生命尊重へつなげる授業内容を検討する必要性に言
及している６）。
動物の解剖は、からだの構造と機能を知るだけで
はなく、動物への感謝や生命の尊さを知る貴重な機
会でもある。解剖を通して学んだ内容が、本学科の
特色である食と栄養の学びにフィードバックされる
のであれば、食物・栄養分野における解剖が、命の
大切さについて深く学ぶことのできる教育内容とな
る可能性がある。
最後に、こうした解剖の意義と目的を踏まえ、今
後の動物の解剖の実施方法について考えてみたい。
今回は食用として既に摘出されたブタの器官を用い
たため、生体で見られる状態とは異なる状態で観察
した。アンケートの結果からも読み取ることができ
るように、この方法には、解剖に対する抵抗感の軽
減や、ヒトの器官に類似した大きさ、構造であるこ
とから勉強した内容に結びつけやすい、あらかじめ
血が抜かれているなどの処理されているため観察が
しやすいといった利点がある。一方、取り出された
器官を観察することで、他の臓器との位置関係が分
かりにくい、血抜き作業のため一部損傷していると
いった欠点もある。この点ではやはり各器官の関連
が分かる全身の解剖について何らかの経験や資料が
必要であると考えられる。
他の栄養士養成施設校の解剖生理学実験では、カ

エルやラットなどの解剖に加え、標本等の資料館見
学７）や、人体の系統解剖見学を取り入れてきたとこ
ろもある８）。また近年ではデジタル教材の充実が著
しく、いわゆるバーチャル教材を利用した解剖学演
習が、コメディカルの学生の解剖学に対する苦手意
識の解消に有効であるとの報告もある９）。こうした
資料の活用や見学の可能性も含め、今後の解剖生理
学実験の在り方について更に検討していきたい。

８．おわりに
栄養士は学校や事業所に加え、病院や養護施設な
どでも活躍している。近年ではNST （Nutrition Support 
Team＝栄養サポートチーム）という取り組みも注目
されており、病院や施設での栄養サポートに対して
理学療法士や栄養士、管理栄養士の参加が期待され
ている。社会的な食と健康への関心が高まる中で、
栄養士にも「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」
分野に関する深い理解が求められているのである。
今後はこうした背景の中で、人体の構造と機能につ



― ―64

いて深く学ぶ機会としてはもちろんのこと、食物・
栄養分野における学生の「食」や「いのち」に対す
る意識に留意することが、更なる充実した解剖の実
施につながるのではないだろうか。
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